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2024年 11月期 第２四半期(累計)の業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2024 年１月 18 日に公表いたしました 2024 年 11 月期 第２四半期(累計)の業績予想と本日公表いたしました実績に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年 11 月期 第２四半期(累計)業績予想数値と実績との差異 

（１）2024 年 11 月期 第２四半期累計連結業績予想と実績との差異(2023 年 12 月１日～2024 年５月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 3,065 4 1 △8 △3.83 

実績値(Ｂ) 3,092 80 97 52 25.17 

増減額(Ｂ－Ａ) 26 76 96 60  

増減率(％) 0.9％ － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2023 年 11 月期第２四半期) 
2,843 △103 △82 △64 △30.97 

 

（２）2024 年 11 月期 第２四半期累計個別業績予想と実績との差異(2023 年 12 月１日～2024 年５月 31 日) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 1,745 3 △0 △0.32 

実績値(Ｂ) 1,787 96 60 28.83 

増減額(Ｂ－Ａ) 42 93 61  

増減率(％) 2.4％ － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2023 年 11 月期第２四半期) 
1,607 △23 △18 △8.74 

 

  



２．差異の理由 

（１）2024 年 11 月期 第２四半期累計連結業績予想と実績との差異 

福祉事業では利用者数が予想に対して 4.0％減少したものの報酬改定等により、売上高は予想に対して 1.8％上回り

ました。介護事業では利用キャンセルが想定を上回り、利用者数は予想に対して 4.7％減少し、売上高も予想に対し

て 3.8％下回りました。外食事業では客数が予想に対して 8.0％増加したこと等により、売上高も 6.0％上回りました。 

営業利益につきましては、売上高の増加に加えて、新規事業所の開設遅れの影響もあり、予想数値を上回る結果と

なりました。 

経常利益につきましては、営業利益の増加に加えて、物価高騰等に対する助成金が 29 百万円あり、予想数値を上回

る結果となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、減損損失を３百万円計上したものの、前記理由により予想数

値を上回る結果となりました。 

 

2024 年 11 月期の通期連結業績予想につきましては、福祉事業及び介護事業に関しましては、利用キャンセルは多

少見られるものの、概ね想定どおり推移していること。2024 年４月の報酬改定の影響も軽微であること。外食事業に

関しましては、想定を上回る客数で推移していること。一方で、下期に新規事業所を出店する計画があることから業

績予想を据え置いております。なお、今後の事業環境や業績推移の進捗によって、業績予想の修正が必要となった場

合には、速やかに開示いたします。 

 

（２）2024 年 11 月期 第２四半期累計個別業績予想と実績との差異 

連結業績予想の差異の理由と同様、福祉事業では利用者数が予想に対して 3.6％減少したものの、売上高は予想に

対して 1.5％上回りました。また、外食事業では客数が予想に対して 8.0％増加したことにより、売上高も 6.0％上回

りました。 

営業利益につきましては、売上高の増加に加えて、新規事業所の開設遅れの影響もあり、予想数値を上回る結果と

なりました。 

経常利益につきましては、営業利益の増加に加えて、物価高騰に対する助成金が 16 百万円あり、予想数値を上回る

結果となりました。 

四半期純利益につきましては、前記理由により予想数値を上回る結果となりました。 

 

2024 年 11 月期の通期個別業績予想につきましても、連結業績予想の福祉事業、外食事業と同様の理由により、業

績予想を据え置いております。 

 

以 上 


